
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過労死等に係る労災認定件数は引き続き高水準で推

移しています。 

令和４年度の過労による脳心臓疾患及び高ストレス

による精神障害に係る労災認定件数は、計 823 件（建

設業 67件）となっています。 

厚生労働省では、この啓発月間に、過重労働防止キ

ャンペーンを実施し、各種啓発活動のほか、長時間労

働が疑われる企業に対して、重点的な監督指導を行う

としています。 

会員各社におかれましては、「働き方改革」を推進し、

長時間労働の防止、ハラスメント防止等職場の環境改

善に一層のお取り組みをお願いします。 

１１月は 
「過労死等防止啓発月間」 

過労死等防止対策推進 

シンポジウム 
 日時：11月 14日（火）13：30～15：30 

 場所：せんだいメディアテーク 
7階スタジオシアター（仙台市定禅寺通り） 

 特別講演 東北大学教授（産業医学分野）

黒澤 一 先生 

  「過労死を防ぐために何をしたらよいか」 
 

参加は無料ですが事前登録が必要 

です。 

お申し込みは、同封のチラシか 

右ＱＲコードから確認してくださ 

い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建災防宮城県支部では、宮城労働局へ、ご登録（更新含む）いただいた会員事業場に、「セ

ーフワークシンボル旗」及び同ステッカーを各 1 枚無料配布しています。「SafeworK 向上宣

言登録シート」（様式３）を FAX またはメールにて当支部にもお送りください。 

【お問合せ・送付先】建災防宮城県支部 

            TEL 022（224）1797  FAX 022（265）5604 

メールでの送付は、当支部ホームページの「お問合せ」からお送りください。 

セーフワーク向上宣言のご登録は、宮城労働局

健康安全課に、メールにより提出してくださ

い。詳しくは、宮城労働局ホームページをご覧

ください。 

 

【お問合せ】宮城労働局健康安全課 

      電話 022（299）8839 

セーフワークシンボル旗を配布中 

監視モニター183機、近接センサー84機（令和 5年 9月現在決定状況）

高度安全機械等導入支援補助金事業の活用について 

建災防では、車両系建設機械等に取り付ける、高度な安全性能を有する特

定の安全装置を購入する中小企業事業者等に対し、補助金を交付していま

す。 例えば、油圧ショベルに自動減速・停止機能を伴う安全装置を取り付け

る場合、安全装置の金額が２００万の場合、その金額の 1/2の 100万円が補

助されます。令和５年度の申請に係る Web 登録期間は、1 月 24 日までで

す。建設機械災害の防止にぜひお役立てください。 

詳しくは、高度安全機械導入支援補助金事務センター 

（電話：03-6275-1085）へ照会、または、建災防 

本部のホームページ「支援事業案内」をご覧ください。 

働きがいのそばには労働保険 

11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です 
厚生労働省では、特に 11月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」

と定めて、全国において集中的な広報活動を展開し、未手続事業対策

に取り組むことにしています。 

 


